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　 本研究において は、通常学級に在籍す る高機能自閉症児 2名に

対 して、通 常学級にお け る
一
斉授業中の 挙手行動を制御するた め

の 条件 に つ い て 検討する こ とを目的 とする。
ll．方法

1，対象児

　Slは、生活年齢 8歳 4 か月（Vlp　4、　PI（翆0、　Fl（鴻0 ；WISC 一川〕

の 自閉性障害 と診断された男児であっ た。S2は、生活 年齢 grClt

か 月｛VTO 　9、　PiQIII 、　FIQ ％ ；WBC 一勘 の 自閉性障害 と診断 され

た男児で あ っ 七 両名 と も、小学校通常学級に在籍 して い た。

　 両名共通 に み られ た 特徴 は、授 業 中の 発言 機会 に お い て 担 任が

一．．
斉 に発 す る 「何か 質問 があ る 人 ？ 亅 や 「分か る人 ？」 とい う弁

別刺激に 対 して、必 ず 手 を挙げて しまう行動が あり、指名 されて

もほ とん ど適 切な こ とが言 えずに終わ るこ とであ っ た。Slにお い

ては 、ク ラス 担任か ら母親に こ の こ とにつ い ての 指摘があ り、友

遠か ら 「分か らない くせに手 を挙げ るなj な どと叱貴を受けるこ

ともある こ とが明 らか となっ た。両名の 母 親か ら 「周 りの 状況 や

人σ）気持 ちが 分か る よ うにな っ て ほ しい J とい っ た要望があ っ た。
2 ，材麟および条件

　 小 学生 用の 国語辞 典や こ とばの 事典か ら、対象児に親 しみの あ

る単語 〔約 7害O 、あ ま り親 しみ の ない 単誘   3割）を 質問 ト

ビ ッ クと し、個別 に 指導を行 っ た。Slには 正っ 30円程度の お菓子■

S2には 電 車の シ
ー一

ル を ト
ー

ク ン ない し強化用の 刺激と して準備 し

た一t 質問！0試行 を 1ブ ロ ッ ク と した。セ ッテ ィン グは、テ ス トお

よ びペ ー
ス ライ ン と介入で は対象児 と友違役の 母親が教師役の 実

験 者の 前に 2入並ん で座っ た。母 親に は、全で の ブ ロ ッ クにお い

て 10試行中ラ ン ダム に 3 回 は 手を挙げない ポ イン トを示 したメモ

を事前に渡 してお い た。

4．手続き

｛1｝事前テ ス ト ：通 常、小 学生 には 答 え られない よ うな質問 〔例 え

ば． 「現 筏の 自民党 の 幹 事長は 誰か、分 か る人 ？亅 ） を5 問、答

え られ る可能性 の ある 質問 〔例 え ば、 「蛙 が上 手に泳 げ るの は ど

うし．て か．分か る人 ？亅 ）を5問、実施 した。

｛21ベ ース ライ ン ： べ 一
ス ライ ン で は、まず ブ ロ

ッ クの 始め に 「質

問や意見がある人は 手を挙げて下 さい 。で も、友達が手を挙げ る

こ と もあ りま嵬 だ か ら、手を挙げない よ うに、が ま ん も しま し

ょ う」 と説 明 した。各試行では、辞典の 中か ら適当な語にっ い て

一
通 りの 説明を行 っ た後、「で は 、こ の OQ とい う暫藥 につ い て．

何か 質問や意見の ある人 ？亅 と質問 を促 した。こ の 後、10秒以 内

に 誰も挙 手 しなけれ ば次の 試 行 に移 るこ ととした。ブ ロ ッ クが終

わ る ごとに、指導者は挙手 回数に かか わ らず 「よ くがん ば りま し

た」 とい っ て ト
ー

クン シートに トークン ない し強化子の 実物を置

い た。

  介入 1 ： こ こで は、ブ ロ ッ ク の始め にベ ー
ス ライ ン と同 じ説朋

を行い ，各試行の 実施手続 き もベ ー一
ス ラ イン と同 じで あ っ た。ブ

ロ ッ クの 終わ りに 「判定 タイ ム 」 と して 、 「さあ、OQ くん 〔対

象児の 名前）は、がま んす る ことが で きたで しょ うカ  　 〔トーク

ン を対象児の 頭 上 に碣 げ て、ドラ ム の 音 を鳴 らす）亅 を実施 した。

介入 1 では、挙 乎回 数が 7 回 以下の 場 合の み、ドラム 音の 後に フ

ァ ン フ ァ
ー

レ を鳴 らして トーク ン を手渡 した．挙手 回数が 8回以

」二の 場 合は、ドラム 音の 後に 「残念」 と言 っ て トーク ン を手 渡 さ

な か っ た。対象児に ．ど うした らもらえ るの か聞かれて もブ ロ
ッ

ク開始の ときの 説明以外は行わず、介入 亅の成功条件に っ い ては

伏せ た。また、トー一クン がもらえずに かん しゃ くを起こ した 場合、
タイ ム ア ウ ト孚続きを実施 した。

C4）介入 2 ：介入 1 と同 じ手続きで あ っ た。介入 2 で は、成功条件

を挙 手 回数が 4 回 か ら 7 回 （S2は 4 〜8 回 〉の 間の み と し、それ

以外を失敗 と した。

｛5職 テ ス ト ：事前テ ス トと同 じ手統 きで筴 施 した。

  小 集団ブロ ーブ ：Sl とs2の 両 名、対 象児の 母親 を加えた 4 人集

団 の セ ッ テ ィ ン ．グで 行 っ た。べ 一
ス ライ ン と同 じ手続きと した。

皿．結果と脅察

　挙手行動 の 推移をRg 、1に 示 したD 両 名 とも事前テ ス ト、ベ ース

ライ ン ともすべ て σ）質問に対 して 挙手を行 っ た。介入 後、両名 と

も数 ブロ ッ ク の 失敗 経験 だ けで、挙 手 行動数 は成 功 条 件 に応 じて

収束 した e こ れ らの 結果 か ら、こ うした社会性の 問題 に つ い て 、
他者の 「気 持 ち 」 な どの 弁別 や、機械的 なル ール の 指導 が な くて

も、分化強 化手続 きだ けで 適塔 し て い け る可能性 が示 された。

　　 鬮
　 　 1o

・欝 ，

至 ・

糧 ・

舞 、

　
毒 「vOU

　
8

　
6
　

4

　

2
　

0

1

　

　

　

刀
請卓
叩

貫
蛤

と。°
奪
套
＝

1 　 3 　 S 　 7 　 9 　 1τ　13 　15 　17 　1921 　2325Btedks

Fig．1　各 ブ ロ ッ ク にお ける挙手行動の 推移
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